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三
大
寺
家
旧
蔵

「
高
野
大
師
行
状
絵
」
考

ー

藪

本
家

本

を
中

心

に

ー

塩*

出

貴

美

子

要

旨

本
稿

は
、

三
大
寺
家

旧
蔵

「高

野
大

師
行
状
絵
」
に

つ
い
て
、
先
に
発
表
し
た

二
編

　　
　
　

の
論
考

の
続
編

で
あ

る
。
前
稿

で
は
、

三
大
寺
家
旧
蔵
本
お
よ
び
本
来
は

こ
れ
と

一
具

の
絵
巻

で
あ

っ
た
ボ

ス
ト

ン
美

術
館

本
を

一
括
し

て
A
本
と
称
し
、
そ

の
全
体
に
関
わ

る
問
題
点
を
整
理

し
た
後
、
逸

翁
美

術
館
所
蔵

の
第

一
巻
お
よ
び
総
持
寺
所
蔵

の
第

二

巻

に

つ
い
て
、
類
本

と
の
図
様

比
較

を
中
心
と
す
る
検
討
を
加
え
た
。
引
き
続
き
本
稿

で
は
、
ま
ず
、
藪
本
家
が

所
蔵

す
る
第

三
巻

の
図
様
を
検
討
す
る
。
次

い
で
、
第
三
巻

に
は
詞
書

の
異

同
が
比
較

的
多

い
こ
と
に
注
目
し
、
前
稿
1
で
は
簡
単
に
し
か
触
れ
な

か

っ
た

こ
の
問
題
を

再
検
討
す

る
。
な
お
紙
数

の
都
合
上
、
三
大
寺
家
旧
蔵
本

の
う
ち

残

る
第

四
巻

と
第

五
巻

の
検
討

は
別
稿

に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
絵
巻
全
体

に

つ
い
て
の

　　
　
　

ま

と
め
も

そ
こ
で
行

う
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
A
本
第
三
巻
は
、
次
の
八
段
で
構
成
さ
れ
る

(数
字
は
段
を
示
し
、
事

蹟
の
名
称
は
各
段
標
題
に
よ
る
)
。

1

「渡
天
見
仏
事
」

2

「
在
唐
入
壇
事
」

3

「珍
賀
怨
念
事
」

4

「
守
敏
遣
護
法
事
」

5

「
道
具
相
承
事
」

6

「恵
果
御
入
滅
事
」

7

「
恵
果
影
現
事
」

8

「
投
三
鈷
事
」

こ
れ
は
地
蔵
院
本
の
第
三
巻
と
全
く
同
じ
構
成
で
あ
る
。
ま
た
、
白
鶴
美
術
館

本
は
第
八
段
ま
で
は
こ
の
二
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
九
段
目
に
目
次
に
は
記
載
の

な
い

「
著
岸
上
表
」
が
加
わ
る
点
が
異
な
る
。
こ
の
事
蹟
は
A
本
で
は
第
四
巻
第

一
段
に
見
ら
れ
る
が
、
地
蔵
院
本
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
第
三

巻
は
、
第

一
巻
や
第
二
巻
に
比
べ
れ
ば
、
地
蔵
院
本
お
よ
び
白
鶴
美
術
館
本
と
の

構
成
上
の
異
同
が
少
な
い
。

一
方
、
ブ
リ
ア
本
は
二
巻
四
段
か
ら
な
る
端
本
で
、

そ
の
内
容
は
A
本
の
第
三
巻
第

一
段
か
ら
第
四
段
ま
で
に
相
当
す
る
。
た
だ
し
構

図
様
比
較

こ
こ
で
は
、
A
本
第
三
巻
の
図
様
を
類
本
と
比
較
す
る
。
比
較
対
象
に
は
、
前

　　
ヨ
　

稿
ま
で
と
同
じ
く
地
蔵
院
本
、
白
鶴
美
術
館
本
を
用
い
、
新
た
に
ブ
リ
ア
美
術
館

　　
る
　

蔵

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻
」

(
以
下
、
ブ
リ
ア
本
と
称
す
る
)
を
加
え
る
。
な
お
、

第

一
巻
で
用
い
た
B
本

(堂
本
家
本
と
久
松
家
旧
蔵
本
)
に
は
、
A
本
第
三
巻
と

同
じ
事
蹟
は
残

っ
て
い
な
い
。

成
に
異
同
が
あ
り
、

〈
ブ
リ
ア
本
〉

上
巻
第

一
段

第
二
段

下
巻
第

一
段

第
二
段

〈
詞
書
>

A
本
第

一
段

同

第
二
段
前
半

・
第
四
段

同

第
二
段
後
半

同

第
三
段

A
本
の
2

「在
唐
入
壇
事
」
の る
詞 同 同 同A〈o
書 本 絵
を 第 第 第 第 〉
前 三 二 四 〇
半 段 段 段 段
と
後
半
に
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分
か
ち
、
そ
の
前
半
部
に
4

「守
敏
遣

護
法
事
」
の
詞
書
を
続
け
る
。
こ
の
接
続

は
同

一
料
紙
内
で
行
わ
れ
て
お
り
、
後

世
の
錯
簡
で
は
あ
り
え
な
い
。
絵
は

「在

唐
入
壇
事
」
に
対
応
す
る
内
容
が
下
巻

第

一
段
に
、

「守
敏
遣
護
法
事
」
に
対
応

す
る
内
容
が
上
巻
第
二
段
に
描
か
れ
て
い
る
。
詞
書
と
絵
の
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
紙

継
が
あ
る
。
内
題
、
目
次
、
各
段
標
題

は
な
く
、
少
な
く
と
も
標
題
は
当
初
か
ら

な
か

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
点
で
、
各
段
標
題
を
有
す
る
他
三
本
と
は
形
式

が
異
な
る
が
、
制
作
年
代
は
十
三
世
紀

末
か
ら
十
四
世
紀
初
頃
と
推
定
さ
れ
、
A

本
に
先
行
す
る
作
品
の

一
つ
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
決
し
て
見
当
違
い
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

　　
　
　

で
は
、
第

一
段
か
ら
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

1

「渡
天
見
仏
事
」

(
図
1
)

在
唐
中
に
、
大
師
は
神
童
に
勧
め
ら
れ
て
霊
鷲
山
に
到
り
、
釈
迦
の
真
容
を
拝

す
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本
は
詞
書
通
り
に
、
①
大
師
が
神
童
に
出
会
う
場
面
、
②
神
童
と
と
も
に
白

馬
に
乗
る
場
面
、
③
同
じ
く
青
羊
に
乗
る
場
面
、
④
夜
叉
神

の
付
き
添
う
飛
車
に

乗
る
場
面
、
⑤
霊
山
の
麓
で
老
翁
に
出
会
う
場
面
、
⑥
鉢
に
導
か
れ
る
場
面
、
そ

し
て
最
後
に
⑦
仏
菩
薩
を
礼
拝
す
る
場
面
、
以
上
七
場
面
を
長
大
な
連
続
画
面
構

成
で
描
く

(図
1
)
。
地
蔵
院
本
と
白

鶴
美
術
館
本
も
同
様
で
あ
る
が
、
三
者
を

見
比
べ
る
と
、
A
本
は
④
の
飛
車
に
天
蓋
が
付
い
て
い
る
こ
と
、
⑦

の
聖
衆
が
多

い
こ
と
、
以
上
二
点
で
他
二
本
と
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
背
後

の
風
景
も
地
蔵

院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
に
相
似
性
が
強
く
、
A
本
は
異
同
が
多
い
。

し
か
し
、
④

の
飛
車
を
乗
せ
る
雲
が
霊
芝
雲
で
あ
る
こ
と
、
⑤

の
鉢
に
放
射
光

が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
は
A
本
と
地
蔵
院
本
が
共
通
す
る
。
白
鶴
美

術
館
本
で
は
、
雲
は
周
囲
の
山
に
か
か
る
す
や
り
霞
と
同
じ
よ
う
に
薄
墨
の
輪
郭

線
で
縁
取
ら
れ
て
お
り
、
鉢
は
光
を
発

し
て
い
な
い
。
こ
の
鉢
に

つ
い
て
は
、
詞

書
に

「光
を
放
て
路
を
示
す
」
と
い
う

一
節
が
あ
り
、
前
二
者

の
方
が
詞
書
に
忠

実
な
表
現
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
蔵
院
本
の
鉢
は
金
色
で
あ
る
の
に
対
し
、
他

二
本
は
と
も
に
濃
墨
を
塗
る
。
し
た
が

っ
て
三
者
の
関
係
は
、
概
し
て
言
え
ば
地

蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
が
相
似
し
、
部
分
的
に
A
本
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
A
本
の
モ
チ
ー
フ
の
中
に
は
、
僅
か
で
は
あ
る
が
地
蔵
院
本
と
の
み
、
あ
る

い
は
白
鶴
美
術
館
本
と
の
み
共
通
す
る
描
写
も
あ
り
、
三
者
を

一
直
線
的
な
関
係

で
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

　　
　
　

一
方
、

ブ
リ
ア
本
も
同
様

の
場
面
を
描
く
が
、
⑤
⑥
は
失
わ
れ
て
い
る
。
画
面

は
長
く
ゆ

っ
た
り
と
し
た
構
成
で
、
②
③

の
間
に
は
鬼
神
や
猛
獣
な
ど
の
添
景
も

描
か
れ
る
。
ま
た
、
場
面

の
内
容
に
も
異
同
が
多
く
、
①
で
は
大
師
が
建
物
の
中

に
い
る
ほ
か
、
神
童
の
背
後
に
既
に
②
で
乗
る
白
馬
が
現
れ
て
い
る
。
②
で
は
神

童
が
大
師
を
背
負

っ
た
ま
ま
白
馬
に
乗

っ
て
い
る
点
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い

表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
詞
書
の

「
神
童
大
師
を
お
ひ
た
て
ま

つ
り

て
、
こ
の
馬
に
の
る
」
を
文
字
通
り
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
③
で
は
神
童
の

姿
は
な
く
、
大
師

一
人
が
青
羊
に
乗

っ
て
い
る
。
ま
た
、
④
は
三
場
面
か
ら
な
り
、

A
本
等
と
同
じ
場
面
の
前
後
に
、
飛
車
が
大
師
を
待
ち
う
け
て
い
る
と
こ
ろ
と
大

師
が
下
り
た
後
の
飛
車
が
描
か
れ
て
い
る
。
夜
叉
の
数
も
多
い
。
飛
車
は
無
蓋
で
、

A
本
で
は
な
く
地
蔵
院
本
、
白
鶴
美
術
館
本
と
同
じ
形
で
あ
る
。
⑦
は
聖
衆
が
少

な
く
、
余
白
の
多
い
構
成
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
ブ
リ
ア
本
の
図
様
は
他
本
と
は

異
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
A
本
と
の
関
連
も
特
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

2

「
在
唐
入
壇
事
」

(図
2

・
3
)

青
龍
寺
の
恵
果
和
尚
を
訪
ね
た
大
師
は
、
胎
蔵
界
、
金
剛
界
、
伝
法
阿
閣
梨
位

の
灌
頂
を
次

々
に
授
け
ら
れ
、
五
百
の
僧
に
斎
供
を
儲
け
た
と
い
う
事
蹟
、
そ
の

後
、
恵
果
か
ら
早
く
帰
国
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本
は
建
物
を
基
調
と
し
た
簡
潔
な
構
成
の
中
に
、
①
大
師
が
恵
果
に
ま
み
え

る
場
面
、
②
斎
供
の
場
面
、
③
恵
果
が
大
師
に
語
り
か
け
る
場
面
を
配
す
る

(図

2
)
。
中
央
に
あ
る
②
が
最
も
人
数
が
多
く
、
大
が
か
り
な
場
面
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
は
大
師
の
姿
は
見
あ
た
ら
な
い
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本
は
灌
頂
の
儀
式
の

た
め
に
堂
に
向
か
う
僧
列
と
見
物

の
人
々
を
描
い
て
お
り

(図
3
)
、
A
本
と
は
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全
く
異
な
る
図
様
で
あ
る
。
な
お
天
蓋
を
差
し
か
け
ら
れ
て
い
る
の
は
大
師
で
は

　　
　
　

な
く
、
恵
果
で
あ
る
。
地
蔵
院
本
は
見
物
の
人

々
を
欠
く
が
、
そ
の
ほ
か
は
白
鶴

美
術
館
本
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

ブ
リ
ア
本
は
長
大
な
画
面
に
、
①
恵
果
と
大
師
が
入
堂
す
る
場
面
、
②
斎
供

の

場
面
を
描
く
。
そ
の
う
ち
①

の
行
列
か
ら
前
半
部
分
を
抜
き
出
す
と
、
地
蔵
院
本

お
よ
び
白
鶴
美
術
館
本
と
相
似
し
た
場
面
に
な
る
点
は
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。
②

は
A
本
の
②
と
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
人
数
が
圧
倒
的
に
多
く
、

構
図
は
全
く
異
な
る
。
画
面
の
最
後
に
描
か
れ
た
壇
上
に
恵
果
の
姿
が
見
え
る
の

も
ブ
リ
ア
本
だ
け
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
A
本
は
、
事
蹟
内
容
に
は

ブ
リ
ア
本
と
の
共
通
性
が
部
分
的
に
認

め
ら
れ
る
が
、
図
様
は
何
れ
と
も
異
な
り
、
独
自
に
構
成
さ
れ
た
観
が
強
い
。
こ

の
段
の
主
題
で
あ
る
灌
頂
に
直
接
的
に
関
わ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
な
い
点
に
物

足
り
な
さ
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
①
③
と
も
他
本
に
は
な
い
場
面
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
恵
果
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
場
面
を
選
択
し
て
い
る
点
に
、
こ
の
段
の
特

徴
が
見
ら
れ
る
。

3

「
珍
賀
怨
念
事
」

(図
4
)

大
師
の
受
法
に
反
対
し
た
珍
賀
は
、
夢
の
中
で
四
天
王
に
責
め
ら
れ
、
翌
朝
、

大
師
に
謝
罪
す
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本
は
画
面
の
右
に
①
珍
賀
が
四
天
王
に
責
め
ら
れ
る
場
面
、
左
に
②
珍
賀
が

大
師
に
謝
罪
す
る
場
面
を
描
く

(図
4

)
。
白
鶴
美
術
館
本
も
同
様
の
二
場
面
を

描
く
が
、
建
物
の
構
造
が
異
な
る
ほ
か
、
各
モ
チ
ー
フ
の
描
写
に
も
異
同
が
多
い
。

①
で
は
、
例
え
ば
A
本
の
珍
賀
は
寝
台

に
仰
向
け
に
な

っ
て
い
る
が
、
白
鶴
美
術

館
本
で
は
床
に
伏
せ
た
姿
で
あ
り
、
四
天
王
の
動
き
も
相
違
す
る
。
②
で
は
、
A

本
は
大
師
と
珍
賀
を
堂
内
に
描
く
が
、
白
鶴
美
術
館
本
は
大
師
と
恵
果
を
堂
内
に

描
き
、
珍
賀
は
外
で
地
に
伏
し
て
い
る
。
詞
書
に
は

「
大
師
の
御
許
に
参
て
、
五

体
を
地
に
投
て
三
拝
し
」
と
あ
り
、
珍
賀
を
堂
外
に
描
く
白
鶴
美
術
館
本
の
方
が

適
切
な
表
現
で
あ
る
が
、
恵
果
が
描
か
れ
る
必
要
は
な
く
、
こ
の
点
は
A
本

の
方

が
適
切
で
あ
る
。
ま
た
①
②
の
間
に
は
、
A
本
は
広
い
余
白
を
設
け
る
が
、
白
鶴

美
術
館
本
は
樹
木
を
添
え
、
自
然
景
で
の
接
続
を
図
る
。
地
蔵
院
本
は
樹
木
だ
け

で
な
く
下
草
を
添
え
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
白
鶴
美
術
館
本
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

一
方
、

ブ
リ
ア
本
は
事
蹟
の
後
半
部
、
す
な
わ
ち
珍
賀
が
大
師
に
謝
罪
す
る
部

分
の
詞
書
を
欠
落
し
て
お
り
、
絵
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
詞
書
の
最
後

の
行
は
中

程
で
終
わ
り
、
そ
の
後
に
余
白
が
残

さ
れ
て
い
る
の
で
、
制
作
当
初
か
ら
こ
の
状

態
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
後
半
部
は
別
の
段
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
可

能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
現
状
で
は
確
か
め
る
術
が
な
い
。
①
に
相
当
す
る
場
面

は
、
建
物
は
白
鶴
美
術
館
本
を
左
右
反
転
さ
せ
た
も
の
に
相
似
す
る
が
、
珍
賀
は

脇
息
に
も
た
れ
て
眠

っ
て
お
り
、
や
は
り
他
三
本
と
は
異
な
る
図
様
で
あ
る
。
樹

木
等
の
描
き
込
み
も
多
い
。

右
の
よ
う
に
ブ
リ
ア
本
が
後
半
部
を
欠
落
す
る
点
を
除
け
ば
、
こ
の
段
は
四
本

と
も
同
じ
場
面
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
地
蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
ほ
か
は
、
図
様
の
相
似
性
は
希
薄
で
あ
る
。

4

「守
敏
遣
護
法
事
」

(図
5

・
6
)

山
階
寺
の
守
敏
僧
都
は
大
師
の
受
法
を
盗
聴
し
よ
う
と
し
て
護
法
を
遣
わ
し
、

胎
蔵
界
の
時
は
成
功
す
る
が
、
金
剛
界
の
時
は
大
師
が
結
界
し
た
た
め
に
護
法
が

近
付
け
な
く
な

っ
て
、
失
敗
す
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本
は
画
面

の
右
に
、
①
胎
蔵
界
受
法

の
場
面
、
左
に
、
②
金
剛
界
受
法
の
場

　　
　
　

面
を
描
く

(図
5
)
。
白
鶴
美
術
館
本
も
同
様

の
二
場
面
を
描
く
が
、
大
師
と
恵

果
の
配
置
や
建
物

の
様
子
、
護
法
の
容
貌
等
に
相
違
が
見
ら
れ
る

(図
6
)
。
例

え
ば
、
①
の
場
面
を
吹
抜
屋
台
で
描
く
の
は
A
本
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
も

大
き
な
相
違
は
②

の
場
面
に
お
い
て
、
A
本
は

「護
法
ち
か
づ
く
こ
と
を
ゑ
ず
」

を
護
法
を
描
か
な
い
こ
と
で
暗
示
す
る
の
に
対
し
、
白
鶴
美
術
館
本
は
振
り
返
り

な
が
ら
帰

っ
て
行
く
護
法
の
姿
で
明
示
す
る
点
で
あ
る
。
地
蔵
院
本
は
樹
木
草
花

を
添
え
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
白
鶴
美
術
館
本
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
三
本
で
は
、
標
題
と
詞
書
の
一
行
目
に
登
場
す
る

「守
敏
」
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良奈

の
名
が
、
も
う

一
度
詞
書
に
出
て
来
る
時

に
は

「修
因
」
と
な
り
、
こ
の
間
に
錯

誤
が
生
じ
て
い
る
。

ブ
リ
ア
本
は
二
度
と
も

「修
因
」
で
統

一
す
る
が
、
か
わ
り

に

「
金
剛
界
」
と

「胎
蔵
界
」

の
名
を
逆

に
す
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
詞
書
通
り
に
見
れ
ば
、
画
面
右
が
①
金
剛
界
受
法
の
場
面
、
左
が
②

胎
蔵
界
受
法
の
場
面
と
な
る
。
①
で
は
、
部
屋
の
外
に
鬼
に
似
た
容
貌
の
護
法
を

描
き
、
盗
聴
の
成
功
を
表
す
。

ブ
リ
ア
本

の
構
成
は
他
三
本
と
は
大
き
く
異
な
り
、

①
②

の
間
に
小
川
の
流
れ
る
風
景
が
展
開
す
る
が
、
②

の
護
法
は
、
そ
の
小
川
に

架
か
る
橋
の
右
側
か
ら
②

の
場
面
を
遠
く
窺
う
よ
う
な
姿
勢
で
描
か
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
護
法
は
確
か
に
②

の
場
面

に
近
付
い
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
足
は

歩
く
動
作
を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
近
付
く
と
こ
ろ
の
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
、

こ
の
点
で
は
、
他
三
本

の
方
が
事
蹟
内
容
を
的
確
に
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

5

「
道
具
相
承
事
」

(図
7

・
8
)

恵
果
が
大
師
に
本
尊
道
具
等
を
付
属

(譲
渡
)
す
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本
は
堂
内
で
対
座
す
る
恵
果
と
大
師
を
描
き
、
そ
の
右
手
前
に
僧

一
人
、
左

　　
　
　

手
前
に
仏
具
等
を
整
理
す
る
僧
二
人
を
添
え
る

(
図
7
)
。
恵
果
の
手
に
あ
る
の

は

「
祖
師
相
伝
の
た
か
ら
」
と
い
う

「鍵
陀
穀
子
の
袈
裟
」
で
あ
る
。
白
鶴
美
術

館
本
も
同
様
の
場
面
を
描
く
が
、
恵
果

と
大
師
の
配
置
や
堂
の
向
き
は
左
右
逆
で

あ
る

(図
8
)
。
堂
内
に
は
、
恵
果
と
大
師
の
ほ
か
に
僧
二
人
と
童
子

一
人
が
い

る
が
、
A
本
の
よ
う
な
仏
具
等
を
整
理
す

る
場
面
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点

で
、
A
本
の
方
が
事
蹟
内
容
を
詳
し
く
絵

画
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
地
蔵
院

本
は
白
鶴
美
術
館
本
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

6

「
恵
果
御
入
滅
事
」

(図
9

・
10
)

唐
貞
元
元
年
十
二
月
十
五
日
、
恵
果
入
滅
す
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本
は
浬
藥
図
に
準
じ
た
構
成
で
、
恵
果
入
滅

の
場
面
を
表
す

(
図
9
)
。
恵

果
は
頭
を
左
に
し
て
寝
台
に
横
臥
し
、
悲
嘆
に
暮
れ
る
僧
俗
多
数
が
こ
れ
を
取
り

囲
む
。
寝
台
の
手
前
、
恵
果
の
頭
に
最
も
近
い
位
置
に
い
て
、
袖
で
顔
を
半
ば
覆

っ

て
い
る
の
が
大
師
で
あ
る
。
白
鶴
美
術
館
本
も
同
様
の
場
面
を
描
く
が
、
恵
果
は

寝
台
で
は
な
く
、
袈
裟
を
敷
い
た
上
に
横
臥
す
る

(図
10
)
。
ま
た
、
周
囲
を
取

り
巻
く
人
物
は
半
減
し
、
A
本
と
の
対
応
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
恵
果
の
足
元

近
く
、
ち
ょ
う
ど
柱
に
隠
れ
る
位
置
に
い
る
の
が
大
師
で
あ
る
。
と
も
に
浬
葉
図

を
念
頭
に
お
い
て
い
る
た
め
、

一
見
類
似
し
た
構
成
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
主
題

以
外
に
共
通
性
は
な
く
、
両
者
は
別
の
図
様
で
あ
る
。
地
蔵
院
本
は
白
鶴
美
術
館

本
に
ほ
ぼ

一
致
し
、
周
囲
の
人
物
も

一
人

一
人
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

右
端
の
壁
に
半
身
を
隠
し
た
人
物
は
地
蔵
院
本
だ
け
に
見
ら
れ
る
。

7

「
恵
果
影
現
事
」

(図
11
)

恵
果
入
滅
の
夜
、
道
場
で
持
念
す
る
大
師
の
前
に
恵
果
が
現
れ
、
互
い
に
師
資

相
承
を
約
束
さ
れ
た
間
柄
で
あ
る
こ
と
を
説
く
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本
は
吹
抜
屋
台
で
表
さ
れ
た
堂
内
に
籠
る
大
師
と
、
裾
を
翻
し
、
ま
る
で
宙

　　む

に
浮
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
恵
果
を
描
く

(図
11
)
。
影
現
と
い
う
非
現
実
さ
を

表
す
た
め
か
、
恵
果
は
大
師
よ
り
も
や
や
小
振
り
に
描
か
れ
て
い
る
。
傍
ら
の
灯

火
が
夜
を
暗
示
す
る
。
白
鶴
美
術
館
本
も
同
様
の
場
面
を
描
く
が
、
恵
果
は
座
像

で
、
A
本
よ
り
も
比
率
的
に
も

っ
と
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
堂
は
吹
抜

屋
台
で
は
な
く
、
向
き
も
異
な
る
。
地
蔵
院
本
は
堂
の
傍
ら
に
竹
叢
を
添
え
る
が
、

そ
の
ほ
か
は
白
鶴
美
術
館
本
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

8

「
投
三
鈷
事
」

(図
12
)

帰
朝
を
前
に
し
て
、
明
州
の
港
で

「我
習
と
こ
ろ
の
秘
教
、
も
し
相
応
の
地
あ

ら
ば
此
三
鈷
と
び
い
た
り
て
留
ま
る
べ
し
」
と
誓
願
を
発
し
、
日
本
の
方
に
向
か

っ

て
三
鈷
を
投
げ
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本
は
、
画
面
中
央
に
三
鈷
を
投
げ
た
直
後
の
大
師
を
、
そ
の
左
上
方
に
雲
に

乗

っ
て
飛
ん
で
行
く
三
鈷
を
描
く

(図
12
)
。
大
師
は
右
手
を
振
り
挙
げ
、
大
見

栄
を
き
る
よ
う
な
姿
で
左
手
の
指
先
に
ま
で
力
を
込
め
て
お
り
、
そ
こ
に
誓
願

へ

の
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
。
大
師
の
後
方
、
画
面
上
で
は
右
の
位
置
に
、
僧
俗

の
四
人
物
が
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
方
に
大
き
な
松
の
木
が
二
本
あ
る
。

白
鶴
美
術
館
本
も
画
面
中
央
に
大
師
を
描
く
が
、
振
り
挙
げ
た
右
手
に
は
ま
だ
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三
鈷
が
握
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
投
げ
よ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、

左
上
方
に
は
既
に
雲
に
乗

っ
て
飛
ん
で
行
く
三
鈷
が
描
か
れ
て
お
り
、
異
時
同
図

を
用
い
た
説
明
的
な
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
師
の
背
後
の
人

々
は
数
を

増
し
、
画
面
右
端
に
は
第
三
巻
の
4

「
御
入
唐
事
」
お
よ
び
5

「着
福
州
事
」
に

見
ら
れ
た
よ
う
な
建
物
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
A
本
と
は
か
な
り
異
な

る
図
様
で
あ
り
、
力
強
さ
も
欠
け
る
。
地
蔵
院
本
は
、
他
の
段
に
比
べ
る
と
、
浜

辺
の
形
態
や
添
景

の
船

の
位
置
な
ど
に
異
同
が
多
い
が
、
大
要
は
白
鶴
美
術
館
本

に

一
致
す
る
。

右
の
結
果
か
ら
、
ま
ず
、
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
の
関
係
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

場
面
の
内
容
に
相
違
が
あ
る
の
は
分

「
在
唐
入
壇
事
」
と
8

「投
三
鈷
事
」

の
二

段
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
、
A
本
が
恵
果
と
大
師

の
関
わ
り
を
重
視
し
た
場
面
選

択
を
行

っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
場
面
内
容
も
図
様
も
全
く
異
な
る
も
の
と

な
る
。
後
者
は

一
見
同
じ
場
面
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
は
こ
の
段

の
最
も
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
三
鈷
を
二
度
描
き
、
時
間
の
経
過
を
含
ん
だ
説

明
的
な
構
成
を
と
る
。
第
二
巻
で
は
、

5

「着
福
州
事
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

A
本
の
方
が
意
図
的
に

「逐
次
的
な
構
成
」
を
と
り
、
事
蹟
内
容
を
説
明
的
に
表

す
傾
向
が
あ

っ
た
が
、
こ
こ
は
そ
の
逆

で
あ
る
。

右
の
二
段
以
外
は
、
両
本
と
も
同
じ
場
面
を
表
す
。
た
だ
し
、
A
本
の
5

「
道

具
相
承
事
」
で
は
、
仏
具
等
を
整
理
す

る
僧
に
よ

っ
て
、
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も

豊
か
な
内
容
が
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
れ
に
し
て
も
各
モ
チ
ー
フ
の
描
写

に
は
異
同
が
多
く
、
例
え
ば
、
第
三
段

か
ら
第
七
段
ま
で
に
描
か
れ
た
建
物
を
見

る
と
、
構
図
や
細
部
描
写
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
ま
た
、

同
じ
人
物
を
描
い
て
い
て
も
、
そ
の
配
置
は
異
な
る
場
合
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
、

構
図
全
体
に
多
少
な
り
と
も
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
屋
外
を
舞
台
と
す
る

ー

「渡
天
見
仏
事
」
だ
け
で
あ
る
。

次
に
、
地
蔵
院
本
に
注
目
す
る
と
、
全
段
を
通
じ
て
大
要
は
白
鶴
美
術
館
本
に

一
致
す
る
が
、
細
か
な
異
同
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
2

「在
唐
入
壇
事
」
と
6

「恵

果
御
入
滅
事
」

の
人
物
の
出
入
、
3

「珍
賀
怨
念
事
」
、
4

「
守
敏
遣
護
法
事
」
、

7

「恵
果
影
現
事
」

の
樹
木
草
花
等
の
付
加
、
ま
た
8

「投
三
鈷
事
」
の
浜
辺
の

形
態
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
異
同
は
A
本
を
含
め
た
三
者
の
関

係
に
対
し
て
は
何
の
手
が
か
り
も
与
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
A
本
は
、
地
蔵
院
本
と

白
鶴
美
術
館
本
の
異
同
以
上
に
、
2

「在
唐
入
壇
事
」
で
は
内
容
的
に
、
そ
の
他

の
段
で
は
構
図
的
に
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
1

「渡
天
見

仏
事
」
で
指
摘
し
た
④

の
場
面
の
飛
車

の
雲
と
⑤
の
場
面
の
鉢
の
放
光
は
、
い
さ

さ
か
事
情
が
異
な
る
。
こ
れ
は
、
先
述

の
如
く
地
蔵
院
本
と
A
本
が
共
通
し
、
白

鶴
美
術
館
本
が
異
な
る
表
現
の
例
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
白
鶴
美
術
館
本
を
超
え

た
地
蔵
院
本
と
A
本
の
連
関
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し

一
方
、
⑤
の
鉢

の
色
は
白

鶴
美
術
館
本
と
A
本
が
共
通
し
、
地
蔵
院
本
が
異
な

っ
て
い
る
の
で
、
地
蔵
院
本

以
降
に
お
け
る
、
白
鶴
美
術
館
本
と
A
本
の
連
関
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ブ
リ
ア
本
は
、
他
三
本
に
比
べ
、
概
し
て
独
自
性
の
強
い
画
面
を
構
成
し
て
い

る
。
A
本
と
の
関
係
で
は
、
2

「在
唐
入
壇
事
」
に
お
い
て
、
と
も
に
斎
供
の
場

面
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
共
通
す
る
の
は
場
面
選
択
だ
け
で
、

画
面
構
成
は
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、
A
本
以
前
の
作
品
で
、
こ
の
斎
供
の
場

面
を
描
い
て
い
る
の
は

ブ
リ
ア
本
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
や
は
り
ブ
リ
ア

本

の
存
在
は
無
視
し
難
い
。

右
の
こ
と
か
ら
、
A
本
第
三
巻
の
図
様
に

つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

ま
ず
、
1

「
渡
天
見
仏
事
」
に

つ
い
て
は
、
地
蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
の
関
係

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
A
本
に
も
こ
れ
ら
二
本
と
の
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
次
に
、

2

「
在
唐
入
壇
事
」
は
地
蔵
院
本
や
白
鶴
美
術
館
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
場

面
を
表
し
て
お
り
、
そ
の

一
部
は
ブ
リ
ア
本
と
内
容
的
に
共
通
す
る
。
そ
の
他
の

段
は
、
場
面
の
内
容
は
白
鶴
美
術
館
本
等
と
同
じ
で
あ
る
が
、
画
面
構
成
は
全
く

異
な
り
、
独
自
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
8

「
投
三
鈷
事
」

で
は
、
場
面
の
内
容
に
も
多
少

の
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
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さ
て
、
右
の
結
果
を
第

一
巻
お
よ
び
第

二
巻

の
場
合
と
比
べ
て
み
よ
う
。
第

一

巻
で
は
、
4

「
誓
願
捨
身
事
」
と
7

「
大
瀧
嶽
事
」

の
画
面
全
体
に
、
ま
た
2

「
幼
稚
遊
戯
事
」
ほ
か
四
段
の

一
部
に
白
鶴
美
術
館
本
と
の
相
似
性
が
認
め
ら
れ

た
。
そ
の
う
ち
六
巻
本
と
の
共
通
事
蹟

に
つ
い
て
は
、
同
様
に
地
蔵
院
本
と
の
相

似
性
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
第
二
巻

で
は
、
画
面
全
体
が
相
似
す
る
も

の
は
皆

無
で
あ
り
、
1

「
天
狗
問
答
事
」
ほ
か
五
段
の
モ
チ
ー
フ
の

一
部
に
微
か
な
相
似

性
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら

に
第
三
巻
で
は
、
右
の
如
く
、
相
似
性
が

あ
る
の
は
ー

「渡
天
見
仏
事
」
の
み
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
段
は
全
て
地
蔵
院
本

あ
る
い
は
白
鶴
美
術
館
本
と
は
関
係
な
く
、
独
自
の
図
様
を
構
成
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
前
稿
1
で
は
、
導
き
出
さ
れ

た
い
く

つ
か
の
理
由
か
ら

「白
鶴
美
術

館
本
が
地
蔵
院
本
の

(原
本
)
の
比
較
的
忠
実
な
増
補
本
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、

A
本
は
同
じ
③
系
統

(十
巻
本
系
統
)
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
他
本
の
要
素
を

取
り
込
み
、
さ
ら
に
独
自
の
改
変
を
加

え
た
改
訂
版
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
こ
で
言
う

「
他
本
」
に
は
B
本
や
ブ
リ
ア
本
を

宛
て
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
こ
の
関
係
を
直
接
的
な
も

の
と
見

る
の
は
難
し
く
、
何
ら
か
の
間
接
的
な
も

の
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。
ま
た

「
改

変
」
の
度
合
は
、
第
二
巻
、
第
三
巻
と
巻

を
追
う
ご
と
に
深
ま

っ
て
い
く
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
巻
の
改
変

に

つ
い
て
指
摘
し
た
よ
う
な

「逐
次
的
な

構
成
」

へ
の
傾
倒
は
、
第
三
巻
に
は
あ
ま

り
見
あ
た
ら
な
い
。

と
ご
ろ
で
、
A
本
第
三
巻
の
第
二
段

か
ら
第
七
段
ま
で
は
、
何
れ
も
唐

の
寺
院

を
舞
台
と
す
る
場
面
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
異
国
情
趣
を
醸
し
出
す
た
め
に
、
他

　　
む
　

の
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
表
現
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
禅
宗
様
式
を
取
入

れ
た
花
灯
窓

の
あ
る
建
物
が
多
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
地
蔵
院
本
お
よ
び
白

鶴
美
術
館
本
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
段

で
は
、
例
え
ば
柱
を
朱
塗
り
に
す
る
な

　　
ヨ

ど
、
日
本

の
寺
院
と
は
異
な
る
表
現
が
意

識
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
A
本
の

よ
う
に
花
灯
窓

の
あ
る
建
物
を
描
く
例

は
類
本
に
は
な
く
、
こ
れ
は
A
本
の
特
徴

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
A
本
第
三
巻
で
は
、
2

「在
唐
入
壇
事
」
、
3

「珍
賀
怨
念
事
」
、
7

「恵
果
影
現
事
」

の
三
段
に
吹
抜
屋
台
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
現
存
す
る
A
本
の

中
で
は
、
こ
の
ほ
か
第

一
巻
の
ー

「誕
生
事
」
と
2

「幼
稚
遊
戯
事
」
に
同
様
の

表
現
が
見
ら
れ
る
。
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
地
蔵
院
本
お
よ
び
白
鶴
美

　　
ヨ

術
館
本
で
は
、
第

一
巻
第

一
段

「誕
生
事
」
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を

思
え
ば
、
こ
れ
も
A
本
の
特
徴
の

一
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

ブ
リ
ア
本

で
は

「在
唐
入
壇
事
」
の
斎
供
の
場
面
に
、
ま
た
前
稿
1
で
言
及
し
た
B
本
で
は

「
四
天
王
執
蓋
事
」
の
最
後
の
場
面
、
す
な
わ
ち
他
本
に
は
な
い
独
自
の
場
面
に

だ
け
吹
抜
屋
台
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
建
築
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て

は
、
様
式
的
な
問
題
と
し
て
、
い
ず
れ
機
会
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

最
後
に
、
前
稿
ま
で
と
同
じ
く
、
A
本
と
東
寺
本
の
関
係
を
見
て
お
こ
う
。
A

本
第
三
巻
全
八
段
の
う
ち
、
東
寺
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
事
蹟
は
ー

「渡
天
見

仏
事
」
の
み
で
あ
る
。
他

の
七
段
に
つ
い
て
は
、
場
面
の
過
不
足
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
同
様

の
内
容
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
の
両
者
だ
け
に
共
通
す
る

要
素
を
抽
出
し
て
み
よ
う

(東
寺
本
の
3
1
5
は
第
三
巻
第
五
段
の
略
、
以
下
同
)
。

2

「在
唐
入
壇
事
」
と
東
寺
本
3
i
5

「青
龍
受
法
」

東
寺
本
は
、
①
大
師

が
恵
果
に
ま
み
え
る
場
面
と
、
②
斎
供
の
場
面
を
描
く
。
図
様
は
全
く
異
な
る
が
、

場
面
内
容
は
A
本
の
①
②
と
同
じ
で
あ
る
。
特
に
①
は
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
場

面
で
あ
る
。
②
は
ブ
リ
ア
本
に
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
図
様
は
や
は
り
異
な
る
。

5

「道
具
相
承
事
」
と
東
寺
本
4
i
4

「恵
果
付
属
」

同
じ
場
面
を
描
い
て

お
り
、
大
師
と
恵
果
は
左
右
反
転
さ
せ
れ
ば
相
似
た
構
図
に
な
る
。
右
に
控
え
る

僧

一
人
と
、
左
で
仏
具
等
の
整
理
を
し
て
い
る
僧
二
人
に
も
、
モ
チ
ー
フ
と
し
て

の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

6

「恵
果
御
入
滅
事
」
と
東
寺
本
4
1
5

「
石
碑
建
立
」

東
寺
本
の
冒
頭
に

描
か
れ
て
い
る
恵
果
入
滅
の
場
面
と
比
較
す
る
と
、
恵
果
が
寝
台
に
横
臥
し
て
い
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る
点
と
大
師

の
座
る
位
置
に
共
通
性
が
あ
る
。
周
囲
を
取
り
巻
く
人

々
は
対
応
し

て
い
な
い
が
、
地
蔵
院
本
や
白
鶴
美
術
館
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
か

っ
た
俗
人
が
'

加
わ
る
点
に
も
、
A
本
と
東
寺
本
の
共
通

の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

僅
か
三
例
の
、
そ
れ
も
部
分
的
な
も

の
で
は
あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
看
過
し
難

い
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
前
稿
ま
で
の
例
と
考
え
合
わ
せ
、
や
は
り
A
本
を
東

寺
本
が
参
照
に
し
た
先
行
本
の

一
つ
と
考
え
て
お
き
た
い
。

二

詞
書
比
較

こ
こ
で
は
、
A
本
の
詞
書
を
類
本
と
比
較
す
る
。
比
較
対
象
に
は
、
こ
れ
ま
で

図
様
比
較
に
用
い
て
き
た
地
蔵
院
本
、
白
鶴
美
術
館
本
、
B
本
お
よ
び

ブ
リ
ア
本

を
用
い
る
。
こ
の
う
ち
、
地
蔵
院
本
お

よ
び
白
鶴
美
術
館
本
と
の
異
同
に

つ
い
て

は
、
前
稿
1
で
も
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
要
点
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

1

地
蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
は
、
内
容
は
も
と
よ
り
漢
字
と
仮
名
の
異
同
、

送
り
仮
名
や
助
詞
の
出
入
な
ど
表
記
上
の
微
細
な
と
こ
ろ
ま
で

一
致
す
る
度

合
が
極
め
て
高
い
。
こ
れ
に
対
し
、
A
本
は
内
容
に
は
大
差
な
い
も

の
の
、

表
記
に
も
文
言
に
も
比
較
的
異
同
が
多
い
。

2

十
巻
本
に
お
け
る
増
補
事
蹟
に

つ
い
て
は
、
表
記
上
の
異
同
は
多
少
あ
る

も
の
の
、
顕
著
な
異
同
は
殆
ど
な
く
、
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
の
親
近
性
は

明
ら
か
で
あ
る
。

3

右
の
二
点
か
ら
は
、
地
蔵
院
本
↓
白
鶴
美
術
館
本
↓
A
本
と
い
う
流
れ
が

導
き
出
さ
れ
る
が
、
例
外
的
に
白
鶴
美
術
館
本
に
だ
け
異
同
が
生
じ
て
い
る

場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
異
同

は
、
白
鶴
美
術
館
本
と
は
関
わ
り
な
く
、

地
蔵
院
本
と
A
本
に
直
接
的
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

し
か
し
前
稿
1
で
は
、
紙
数
の
都
合

に
よ
り
詳
細
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
ず
、
充

分
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
比
較
的
異
同

の
多
い
第
三
巻
を
中
心
に
、
こ
の
三
者

の
関
係
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
、
前

稿

の
結
論
を
補
足
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
B
本
と
ブ
リ
ア
本
に

つ
い
て
は
、
そ
の

後
で
検
討
す
る
。

さ
て
、
A
本
と
地
蔵
院
本
お
よ
び
白
鶴
美
術
館
本
の
比
較
に
際
し
て
留
意
す
べ

き
重
要
な
点
は
、
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
が
属
す
る
十
巻
本
系
統
は
、
地
蔵
院
本

に
代
表
さ
れ
る
六
巻
本
系
統
を
増
補
し
て
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　　
レ
　

こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
梅
津
次
郎
氏
の
論
証
が
あ
り
、
さ
ら
に
筆
者
も
別
の
観
点

か
ら
、
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も
地
蔵
院
本

の
図
様
に
先
行
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

　
　
お
　

を
検
証
し
て
、
梅
津
氏
の
増
補
説
を
支
持
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ

の
三
者
に

つ
い
て
は
、
地
蔵
院
本
が
他
二
本
に
先
行
す
る
と
い
う
関
係
が
前
提
と

し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
前
稿
1
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現

存
す
る
地
蔵
院
本
自
体
は
、
第

一
巻
は
江
戸
時
代

の
模
本
で
あ
り
、
第
二
巻
以
降

も
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
制
作
時
期
が
降
る
転
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
作
品
で

あ
る
。
し
か
し
、
六
巻
本
の
完
本
は
他
に
な
く
、
こ
こ
で
も
地
蔵
院
本
を
そ
の
原

本
の
代
用
と
す
る
こ
と
を
断
わ

っ
て
お
く
。

A
本
の
第
三
巻
ま
で
に
所
収
さ
れ
て
い
る
事
蹟
の
う
ち
、
十
巻
本
に
お
け
る
増

補
事
蹟
は
第

一
巻
の
7

「
大
瀧
嶽
事
」
と
8

「伏
悪
龍
事
」
、
第
二
巻
の
3

「渡

海
祈
願
事
」
、
以
上
三
段
の
み
で
あ
り
、
他
は
全
て
六
巻
本
と
の
共
通
事
蹟
で
あ

る
。
ま
ず
、
数
の
少
な
い
増
補
事
蹟
に
注
目
し
て
み
ょ
う
。
例
え
ば
第

一
巻
の
8

「伏
悪
龍
事
」
を
校
合
す
る
と
、
左
記
の
如
く
に
な
る
。
な
お
、
校
合
結
果
の
表

記
は
次
の
通
り
と
す
る
。

・
改
行
は
原
本
の
通
り
と
し
、
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
句
読
点
は
筆

者
に
よ
る
。

・
異
同
が
あ
る
箇
所
に
傍
線
を
引
き
、
地
蔵
院
本
の
字
句
を
右
に
、
白
鶴
美
術

館
本
の
字
句
を
左
に
示
し
た
。

「
ナ
シ
」
は
傍
線
部
の
字
句
が
な
い
こ
と
を

示
す
。

・
A
本
に
脱
字
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に

「
・
」
を
加
え
、
右
に
地
蔵
院

本
の
字
句
を
、
左
に
白
鶴
美
術
館
本
の
字
句
を
示
し
た
。
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①
第

一
巻
8

「伏
悪
龍
事
」

(全
文
)

或
伝

・
云
室

・
戸
の
崎
に
持
念

し
た
ま
ふ
と
き
、

に
い
ば
ぐ

生

」
「

夜
な
く

海
中
よ
り
毒
龍

井
に
さ
ま
く

の

」
『

劉
qぴ

あ
や
し
き

類
数
も
な
く
を
そ
ひ
来
て
妨
を

翁

ず

ざ
調
だ
げ

な
さ
む
と
せ
し
か
ば
、
大
師

つ
ば
き
を
は
き
て

か
れ
ら
を
伏
し

た
ま
ひ
き
。
海
浜
の
砂

・
に

給

石

は
き

つ
け
給

へ
ば
、
衆
星
の

つ
ら
な
れ
る
が

ご
と
く
に
し
て
光
輝
赫
然
た
り
。
異
類
お

そ
れ
を
な
し
て
こ
と
く

く
に
隠
没
し
き
。

漢
字
と
仮
名
の
異
同
、
送
り
仮
名
や
助
詞
の
出
入
の
ほ
か
二
箇
所
に
脱
字
が
見

ら
れ
る
が
、
2
で
述
べ
た
よ
う
に
両
者
は
殆
ど
同
文
で
あ
る
。
他
の
二
段
に
つ
い

て
は
省
略
す
る
が
、
結
果
は
同
様
で
あ
る
。
右
の
こ
と
か
ら
、
両
者
の
関
係
は
、

一
方
が
他
方
を
写
し
た
か
、
あ
る
い
は
共
通
の
母
胎
か
ら
派
生
し
た
か
、
何
れ
に

し
て
も
同
根
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
六
巻
本
と
の
共
通
事
蹟

つ
い
て
は
、
第
三
巻
か
ら
異
同
の
顕
著
な
部
分

を
抄
出
し
、
校
合
す
る
こ
と
に
し
た
い

(
一
部
は
前
稿
1
で
挙
げ
た
例
と
重
複
す

る
)
。

②
第
三
巻
1

「渡
天
見
仏
事
」

(
二
十
五
～
二
十
七
行
目
)

　

生
仏
不
二
の
観
を
な
さ
ば
蓋
障
を
は
ら
ひ
て

色
身
浮

せ
脳

秘
麟

駕

穐

地欝

　

の

　

咽

水

伽
上
の
灘
に
咽
た
り
。
香
雲
谷
に
満
り
。

※
1

・
2

干
時
山
ひ
x
く
事
、
雲
中
の
雷
の
如
し

(傍
線
部
は
白
鶴
美
術
館
本
で
は

「
時
に
」

「
ご
と
」
と
な
る
)

③

第

三
巻

6

「
恵

果

御

入

滅

事

」

(
十

二
～

十

六

行

目

)

則

唐

の
永

貞

元

年

十

二
月

十

五

日
、

蘭

湯

に
あ

か
を

て

す

x
ぎ

・
、
手
に
法
印
を
結
て
、
北
首
右
脇
に
し
て
円

ひ

栴

寂
に
帰
U
給
加
。
・措
ー

L
雁

の
春
煙
む
な
し
く
胤
肺み
、
今
和
尚
の
寂
に
帰
薪

、

　

ピ

り
な

む

青
龍

・
の
夜
の
月
独

・
悲
ふ
。

寺

訓

り
釧

Ud

④
同
前

(二
十
三
～
二
十
四
行
目
)

試

鰭
雌
を
論
ぜ
む
、
不
滅
は
法
也
。
隷
ち
ざ
る
は

人
也
。
其
法
誰
か
悟
る
、
其
人
罫

に
か
誹

や
。

q

l
I
l
I
l
l

何

司
ー
1

⑤

同

前

(
四

十

～

四

十

一
行

目

)

ち

貧

を

す

く

ふ

に

財

を

も

・
て

し
、

ー
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ち

愚
を
み
ち
び
く
に
法
を
も

・
て
す
。

⑥
同
前

(
八
十
七
行
～
八
十
九
行

目
)

久
逗
留
す
る
事
な
か
れ
、
我
さ
き
に

階

て
誹

な
ん
。
.蓉

計

言
穫

、
進
退

有

去

此

か
ゑ
り
み
る

　

我

・
能
に
あ
引
ず
、
去
留
我

・
師
に
し
た
が
ふ
。

カ

.カ

⑦
第
三
巻
7

「
恵
果
影
現
事
」

(
三
～
五
行
目
)

　
　

ま
の
あ
た
り
宛
然
と
し
て

削
し

・

り
。
多
生

の

　
　

中
ば
舗

に
謄
師
資
と
な
器

・
暫

圃

コ

翼

I
l
ー

※
4

」
図
到
l
I
ー

ナ
シ

げ
レ　
　
　
　
　
　

ロ　
　
　
　
　
　
　

を

弘

演

す

、

た

x

こ

の

た

び

の

み

に

あ

ら

ず

。

ナ
シ

唯
此

コ

※
1

・
2

前
に
し
て
の
給
く
、
汝
し
ら
ず
や
、
我
と
汝
と
昔

の
誓
誠

に
深
し

部
は
白
鶴
美
術
館
本
で
は

「立
」
と
な
る
)

※
3

・
4

誓
て
密
蔵
を
弘
演
す
。
世
々
に
互
に

⑧

同

前

(
七
～

十

行

目

)

我

ね

む

ご

ろ

に

汝

を

待

て
、

此

教

を
諦

つ

く

。

我

『

願
留
卵
で
鑑
瀞
非
。
汝
が
望
み
又
足
ぬ
。
計

d

l
I

」
訓

引

※

2

汝
我
室
に
入
、
か
し
こ
に
し
て
は
我
汝
が
弟
子
と

(傍
線

な
る
べ
し
、
と
ね
ん
ご
ろ
に
か
た
ら
ひ
給
き
。

※

1

・
2

汝

は
西
土

口
し

て
我
が

足
を

い
た

x
く
。

我
は
東

に

む
ま
れ

て
汝
が

室

に

ヨ

　

入
べ
し
。
久
し
d
と
x
ま
る
事
な
か
れ
。
我
さ
き
に
あ
り
て
さ
ら
刈
、
と

の
給
き
。

(
傍
線
部
1

・
2
は
白
鶴
美
術
館
本
に
は
な
し
。
同
3
は

「
む
」

と
な
る
)

⑨

同

前

(
二
十

四
～

二

十

七

行

目

)

契
を
む
す
び
駕
、
世
々
に
知
識
と
帥

て
生
々

を
畿

馬
鳴
龍
樹
と
訂

　
を

教
を
伝
灘

纏
猛
鰹
智
と
雄
つ
く
・

　

　

ち
か

に

・
法
を
募

ん
と
い
ふ
。

正

弘

剃

『
彼

・
日
珠
月
鏡
は
顕
教

の

、

密

い
ふ

つ
た
へ
真
言
を
弘
め
て
は
是
を

名

⑩
同
前

(
三
十
～
三
十
四
行
目
)

蔀
汁

宿
噸
の
い
た
す
養

、
誓
約
の

殖
糧

非

シ

ー

に
あ
引
ず
や
。

日
の

す
で
に

ナ
シ

ナ

シ

　

蛇
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
蛇
の
足
を
し
ら
ず
と
い
ぶ

。

司

ら
む
人
・
燕

で
信
を
と
る
べ
き
辞

糺

・

し

心
あ



94第24号

 

要紀大 学

 

良奈

②

の
※
1

・
2
、
⑦
の
※
3

・
4
等
は
A
本
が
他
二
本
に
あ
る
文
言
を
漏
ら
し

た
例
、
⑦

の
※
1

・
2
、
⑧
の
※
1

・
2
等
は
A
本
だ
け
が
異
な
る
文
言
に
な
る

例
、
そ
し
て
⑩

の
二
～
三
行
目
に
か
け

て
は
A
本
だ
け
が
別
文
を
挿
入
す
る
例
で

あ
る
。
ま
た
、
漢
字
と
仮
名
の
異
同
、
送

り
仮
名
や
助
詞
の
出
入
に
注
目
す
る
と
、

地
蔵
院
本
あ
る
い
は
白
鶴
美
術
館
本
に
だ
け
異
同
が
生
じ
て
い
る
場
合
も
勿
論
あ

る
が
、
1
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
A
本

だ
け
が
異
な
る
と
い
う
例
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
A
本

の
詞
書
に
独
自
性
が
強
い
こ
と
は
明
白
で

あ
り
、
濃
密
な
親
近
関
係
を
見
せ
る
地
蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本

の
間
に
、
こ
れ

を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
3
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
白
鶴
美
術
館
本
に
だ
け
異
同
が
生
じ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
中
で
は
、
③

の
三
～
四
行
目
、
④
と
⑤
、
⑥

の

　　
お
　

一
行
目
等
に
、
白
鶴
美
術
館
本
が
他
二
本

の
文
言
を
漏
ら
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
A
本
に
独
自
性
が
強
い
と
い
う
全
体
的
な
傾
向
の
中
で
は
、
む
し
ろ

例
外
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
同
様
の
例

は
他

の
段
に
も
幾

つ
か
あ
り
、
無
視
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
A
本
に
独
自
性
が
あ
る
先
の
例
に
準
じ
て
考

え
れ
ば
、
こ
こ
で
は
地
蔵
院
本
と
A
本

の
間
に
白
鶴
美
術
館
本
を
位
置
づ
け
る
こ

と
も
、
ま
た
不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
の
こ
と
は
、
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
の
関
係
は
、

一
方
が
他
方
を
写
し
た
と

い

っ
た
直
線
的
な
も
の
で
は
な
く
、
共
通
の
母
胎
、
す
な
わ
ち
地
蔵
院
本

(
の
原

本
)
か
ら
派
生
し
た
並
列
的
な
も
の
と

し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
。
し
か
し
、
増
補
事
蹟
に
お
け
る
両
者
の
共
通
性
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

二
者
が
全
く
別
個
に
派
生
し
た
と
も
考
え
難
い
。
な
ぜ
な
ら
、
先
述
の
如
く
A
本

と
白
鶴
美
術
館
本
の
詞
書
は
殆
ど
完
全

に

一
致
し
て
お
り
、
さ
ら
に
図
様
に
お
い

て
も
、
第

一
巻
7

「大
瀧
嶽
事
」
は
ほ
ぼ
全
体
的
に
、
同
8

「
伏
悪
龍
事
」
と
第

　　
り
　

二
巻
3

「渡
海
祈
願
事
」
は
部
分
的
に
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ

て
、
前
稿
1
で
は

「現
存
し
な
い
作
品

へ
の
推
論
」
は
敢
え
て
控
え
、
後
の
検
討

課
題
と
し
た
が
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
、
こ

の

「
両
者
の
共
通
性
」
の
源
泉
と
し
て
、

両
者
に
先
行
す
る

「十
巻
本

の
祖
本
」

の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

れ
を
図
式
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

諜

∴
縫
鵡鐘
(十
巻
本
)

こ

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
増
補
事
蹟
に
お
け
る
両
者
の
共
通
性
は

「十
巻
本
の

祖
本
」
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

一
方
、
六
巻
本
と
の
共
通
事
蹟
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
地
蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
に
共
通
す
る
要
素
は

「地
蔵
院

本
の
原
本
」
お
よ
び

「
十
巻
本
の
祖
本
」
を
介
在
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

同
様
に
地
蔵
院
本
と
A
本
に
共
通
す
る
要
素
も
、
こ
の
二
本
を
介
在
し
て
伝
え
ら

れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
右
の
よ
う
に
し
て

「
十
巻
本
の
祖
本
」

の
内
容
を
推
考
す
る
と
、
地
蔵
院
本
の
大
部
分
は
白
鶴
美
術
館
本
と
強
い
相
似
関

係
に
あ
り
、
A
本
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「祖
本
」
の
大
部
分
も
白
鶴
美

術
館
本
に
相
似
し
、
ご
く

一
部
が
A
本
に
相
似
す
る
と
い

っ
た
様
相
が
浮
か
び
上

が

っ
て
来
る
。

と
こ
ろ
で
、
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
に
先
行
す
る

「十
巻
本
の
祖
本
」
の
存
在

に

つ
い
て
は
、
既
に
鹿
島
繭
氏
が

『
仏
教
芸
術
』
第
二

一
四
号
掲
載
論
文
で
提
唱

　　
ま

ノ

し
て
お
り
、
本
稿
は
結
果
的
に
は
鹿
島
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

鹿
島
氏
の
論
証
方
法
に
は
幾

つ
か
の
不
備
な
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
点
は
、
数
あ
る

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻
」

の
今
後
の
研
究
の
た
め
に
も
、
や
は
り
指
摘
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
鹿
島
氏
は
、
本
稿
が
A
本
と
称
し
た
三
大
寺
家
旧

蔵
本
お
よ
び
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
本
を

一
括
し
て

「
三
大
寺
本
系
」
と
称
し
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
す
る
。
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鹿
島
論
文
は
、
十
巻
本
に
お
け
る
三
大
寺
本
系
の
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
、
こ
れ
と
白
鶴
美
術
館
本
の
比
較
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
方
法
は

三
大
寺
本
系
と
白
鶴
美
術
館
本
の
詞
書

の
異
同
部
分
を
列
挙
す
る
こ
と
が
中
心
で

あ
る
が
、
前
稿
2
の
最
後
で
述
べ
た
よ
う
に
、
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
説
明
が
乏
し
く
、
呈
示
さ
れ
た
資
料

と
結
論

の
関
係
が
明
瞭
で
あ
る
と
は
言
い

難
い
。
ま
た
、
画
面
に

つ
い
て
は
、
三
大
寺
本
系

の
場
面
内
容
を
簡
単
に
説
明
す

る
の
み
で
、
他
本
と
の
異
同
内
容

へ
の
言
及
が
少
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
と

も
か
く
と
し
て
、
鹿
島
論
文
の
最
も
大
き
な
不
備
は
、
六
巻
本
が
十
巻
本
に
先
行

す
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら

(四
十
二
頁

)
、
六
巻
本
の
唯

一
の
現
存
作
品
で
あ
る

地
蔵
院
本
に
つ
い
て
の
言
及
が

一
切
な
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。

鹿
島
論
文
の
結
論
は
終
章
の

「
五

ま
と
め
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

「両
本
と
も
に
詞
書
を
書
写
す
る
際
に
お
か
し
た
誤
謬
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
た
。
例
え
ば
三
大
寺
本
系

(ボ

ス
ト
ン
美
術
館
本
)
第
七
巻

第
三
段

丹
生
託
宣
事

は
、
途
中
で
詞
書
が
終

っ
て
お
り
、
ま
た
料
紙
は
継
ぎ
目
で
は
な

く
余
白
が
あ
る
の
で
、
書
写
を
中
止
し

て
し
ま

っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か

っ
た
。
さ

ら
に
、
白
鶴
美
術
館
本
に
も
第
三
巻

第
六
段

恵
果
御
入
滅
事

(第
七
段
)

恵
果
影
現
事

の
よ
う
に
三
大
寺
本
系

の
ほ
う
が

一
層
詳
し
い
詞
書
に
な

っ
て
い

る
段
も
あ
る
。
こ
の
両
本

の
ど
ち
ら
が
先
に
制
作
さ
れ
た
か
を
考
え
た
結
果
-
両

本
に
先
行
し
て
十
巻
本
の
祖
本
が
あ

っ
た
と
ほ
ぼ
確
信
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
」

(
五
十
二
～
五
十
三
頁
)
こ
の
う
ち
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
第
七
巻
第
三
段

に

つ
い
て
の
指
摘
は
そ
の
通
り
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
。
補
足
し
て
言
え
ば
、
白

鶴
美
術
館
本
の
詞
書
は
地
蔵
院
本
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
お
り
、
三
大
寺
本
系
が
そ
の

後
半
部
を
省
略
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
白
鶴
美
術
館
本
第
三
巻

の
第
六
段
お
よ
び
第
七
段
に

つ
い
て
は
、
や
や
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
を
少
し
詳

し
く
述
べ
て
み
よ
う
。

こ
の
部
分
は
実
の
と
こ
ろ
文
意
が
分
か
り
に
く
い
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
推
察

す
る
と
、
両
本
の

「誤
謬
」
の
例
と
し

て
、
ま
ず
三
大
寺
本
系
の
第
七
巻
第
三
段

に
お
け
る
詞
書
の
省
略
を
挙
げ
、
次
に
白
鶴
美
術
館
本
の
第
三
巻
第
六
段
と
第
七

段
を
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て

「
三
大
寺
本
系
の
ほ
う
が

一
層
詳

し
い
詞
書
に
な

っ
て
い
る
段
も
あ
る
」
こ
と
が
、
白
鶴
美
術
館
本
の
側
の
誤
謬
で

あ
る
と
い
う
意
味
に
受
け
取
れ
る
。
こ
の
考
え
方
の
基
底
に
は
、
三
大
寺
本
系
の

詞
書
に
含
ま
れ
る

コ

層
詳
し
い
」
内
容
を
、
白
鶴
美
術
館
本
が
誤

っ
て
書
き
漏

　　
ね
　

ら
し
た
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
判
断
す
る
た
め
の

論
拠
は
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
第
三
巻

の
詞
書
に

つ
い
て
は
、
そ
の
ま
と
め
の

部
分
で
も

「
こ
の
両
本
の
詞
書
の
異
同
は
、
三
大
寺
本
系
の
詞
書

の
ほ
う
が
白
鶴

美
術
館
本
よ
り
丁
寧
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
三
大
寺
本
系
が
古
く
、

こ
れ
を
白
鶴
美
術
館
本
が
書
写
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
三
大

寺
本
系
に
も
書
写
誤
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。」

(四
十
八
頁
)

と
述
べ
て
い
る
。

一
見
す
る
と

「
丁
寧
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で

「
三
大
寺

本
系
が
古
く
、
こ
れ
を
白
鶴
美
術
館
本
が
書
写
し
た
」
と
考
え
て
は
い
け
な
い
と

言

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
理
由
は

「
三
大
寺
本
系
に
も
書
写
誤
り
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
先
の
結
論
と

同
じ
で
あ
る
。

で
は
、
仮
に
三
大
寺
本
系
に

「
書
写
誤
り
」
が
な
か

っ
た
な
ら
ば
、

「
丁
寧
で

あ
る
」
と
い
う
理
由
だ
け
で

「
三
大
寺
本
系
が
古
く
、
こ
れ
を
白
鶴
美
術
館
本
が

書
写
し
た
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
先
の
結
論
の
部

分
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
三
大
寺
本
系
に
誤
謬
が
な
け
れ
ば

コ

層
詳
し
い
詞

書
」
を
持

つ
と
い
う
理
由
で
、
こ
れ
が
白
鶴
美
術
館
本
に
先
行
す
る
と
言
え
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
鹿
島
論
文

の
文
脈
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は

否
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
か
ら
制
作
さ
れ
た
も
の
が
他
の
要
素
を
付
加
し
て

詳
し
く
な
る
場
合
も
あ
る
は
ず
で
あ
り
、

「
丁
寧
で
」

「詳
し
い
」
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
で
は
先
後
関
係
の
決
定
要
因
に
は
な
り
得
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
必
要
な
の
は
、
三
大
寺
本
系
の

「
丁
寧
」
で

「詳
し
い
」
内
容

が
何
に
よ
る
も
の
か
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
そ
れ
が
独
自
に
加
味
さ
れ
た
も
の
で
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な
く
、
想
定
し
よ
う
と
す
る
両
者
共
通

の
祖
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

論
証
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
を
欠
く
こ
と
が
白
鶴
美
術
館
本
の
誤
謬
と
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
よ
う
や
く

「祖
本
」
想
定

の
可
能
性
が
開
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の

一

　　
　
　

部
は
地
蔵
院
本
を
比
較
対
象
に
加
え
る

こ
と
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
る
が
、
先
述

の

如
く
鹿
島
論
文
で
は
地
蔵
院
本
の
存
在
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
鹿
島
論
文
は
想
定
し
た

「
十
巻
本
の
祖
本
」
と
三
大
寺
本
系
お
よ
び
白

鶴
美
術
館
本
の
関
係
に

つ
い
て

「
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
既
に
亡
失
し
た
と
思
わ

れ
る
十
巻
本
の
祖
本
を
、
か
な
り
忠
実

に
写
し
伝
え
た
系
統
の

一
本
が
白
鶴
美
術

館
本
で
あ
り
、
か
な
り
転
写
に
際
し
改
変
さ
れ
て
伝
わ

っ
た
も
の
が
三
大
寺
系
本

『
高
野
大
師
行
状
絵
』
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
」

(
五
十
六
頁
)
と

述
べ
る
。
し
か
し
、
想
定
し
た

「祖
本
」

の
内
容
に

つ
い
て
は
何

の
言
及
も
な
い
。

そ
れ
な
の
に
何
故
、
二
者
を
比
較
し
た
だ
け
で
、

一
方
が

「祖
本
」
に

「忠
実
」

で
あ
り
、
他
方
が

「
改
変
」
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

「
こ
れ
ら
の
こ
と
」
が
指
示
す
る
内
容
は
、
三
大
寺
本

系
は

「十
巻
本
の
な
か
で
も
特
殊
で
類
本
が
な
く
、
殊
に
絵
の
表
現
に

つ
い
て
は

白
鶴
美
術
館
本
と
子
細
に
比
較
す
る
と
、

(中
略
)
、
そ
の
も
と
の
図
柄
は
き
わ

め
て
見
い
だ
し
難
い
。」
お
よ
び

「
詞
書

に

つ
い
て
は
、
旧
三
大
寺
本
系

の
僅
か

な
異
同
に
対
し
て
類
似
を
示
す
本
が
見
当
た
ら
な
い
」
で
あ
る
ど
思
わ
れ
る
。
そ

　
　
ぬ
　

れ
は
確
か
に
大
筋
で
は
当
た

っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
三
大
寺
本
系
に
対
し
、

白
鶴
美
術
館
本
は
大
部
分
が
地
蔵
院
本

に

一
致
し
、
そ
れ
故
に
想
定
し
た
祖
本
に

も

一
致
す
る
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
文
脈
を
経
て
、
よ
う
や
く
白

鶴
美
術
館
本
が
祖
本
に

「忠
実
」
で
あ

り
、
三
大
寺
本
系
は
祖
本
を
か
な
り

「改

変
」
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
鹿
島
論
文
は
地
蔵
院
本

へ
の

言
及
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
、
こ
こ
で
も
論
拠
が
曖
昧
に
な

っ
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
な
お
、
本
稿
は
決
し
て
鹿
島
論
文
の
結
論
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
の
は
、
結
果
で
は

な
く
、
そ
こ
へ
至
る
た
め
の
論
証
方
法
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

つ
い
で
な
が
ら
、
も
う

一
点
挙
げ
る
と
、
鹿
島
論
文
は

「
一

三
大
寺
本
系
高

野
大
師
行
状
絵
の
問
題
点
」
の
中
で

「
こ
こ
で
の
問
題
は
、
十
巻
の
う
ち
、
第

一

種
の
奥
書
等
の
年
記
を
伴
わ
な
い
三
大
寺
本
系
が
、
梅
津
次
郎
氏
の
研
究
に
よ

っ

て
、
第
二
種
の
元
応
元
年
の
奥
書
を
有
す
る
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
先
に
制
作
を
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
三
大
寺
本
系
は
十
巻
本
系
統
最
古
の
伝
本
と

さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
明
確
な
理
由
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
な
か

っ
た
。」

(
四
十

頁
)
と
言
う
。
確
か
に
、
梅
津
氏
は

「管
見
に
よ
れ
ば
、
斯
本
は
前
記
元
応
本
高

野
大
師
行
状
図
画
系
統
の
現
存
最
古
の
伝
本
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
」
で
あ
る
と
述

　　
ヨ

ベ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
白
鶴
美
術
館
本
が
公
刊
さ
れ
た
昭
和
五
十
六
年
を
遙
か
に

遡
る
昭
和
二
十
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
梅
津
氏
が
元
応
本
系
統
の
作
品

と
し
て
考
察
対
象
に
用
い
て
い
た
も
の
は
、
延
暦
寺
本

(応
永
十
四
年
、

一
四
〇

七
年
)
等
の
室
町
時
代
の
転
写
本
で
あ
り
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ

れ
ら
よ
り
も
三
大
寺
本
系
の
方
が
古
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
、
決
し
て
白
鶴
美

術
館
本
よ
り
も
古
い
と
か
、
元
応
元
年

(
一
三

一
九
)
よ
り
も
古
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
梅
津
氏
の
考
え
は
、
三
大
寺
本
系
の
製
作
時
期
を

「
こ
の
系
統

の
十

巻
本
が
成
立
し
た
と
考

へ
ら
れ
る
元
応
元
年
以
後
、
東
寺
本
成
立
の
永
和
四
年

の

問
に
於
い
て
比
較
的
東
寺
本
に
近
い
頃
の
製
作
と
考

へ
て
大
過
な
く
」
と
述
べ
る

と
こ
ろ
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
梅
津
氏
の
言
説
を
、
三
大
寺
本
系

を
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も
先
に
位
置
づ
け
た
も
の
と
見
る
の
は
鹿
島
論
文
の
誤
解

で
あ
る
。
梅
津
氏
の
指
摘
は
、
白
鶴
美
術
館
本
が
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
当
時
と

し
て
は
、
極
め
て
正
当
な
判
断
で
あ

っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
最
後
に
B
本
と
ブ
リ
ア
本
の
詞
書
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

B
本
の

一
部
と
校
合
し
て
み
よ
う

(右
に
地
蔵
院
本
お
よ
び
白
鶴
美
術
館
本
と
の

異
同
、
左
に
B
本
と
の
異
同
を
示
す
)
。
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ま

し
ー

と

と

た

ま

し

る

ま

　
　
　

ヨ

を
め
ぐ
ら
し
て

⑫
第

一
巻
2

「
幼
稚
遊
戯
事
」

ド

し
か
れ
ど
も

然
る
父
母
に
も
か
た
ら
せ

⑪
第

一
巻
1

「誕
生
事
」

(
一
～

五
行
目
)

夫
大
師
は
光
仁
天
皇

・
御
宇
宝
亀
五
年
に
誕
生

　
　
　
　
　

の

し
締
確
り
。
讃
州

・
多
風
岬
珊
屏
風
の
浦
の
人
舗

。

す

国

其
父

・
佐
伯
の
真
氏
と
申
き
。

昔
天
照
大
神

石
の

な
は

む洲
り

天
磐
戸
を
閉
給
し
時
、
天
津
児

屋
根
の
尊
は
か
り

こ

こ

と

(
三

～

四
行

目

)

幣

-
給

だ
調

は
ず

。

※
1

し
か
れ
ど
も
こ
れ
を
ほ
か
に
も
ら
ざ
ず
、
か
る
が
ゆ

へ
に
人
し
る
こ
と
な
し

⑬

第

一
巻

3

「
四

天

王

執

蓋

事

」

(
二
十

一
行

目

)

故
民
の
う
れ
雛

謎
-
繋

れ
磁
聞
亀
岬
研
り
。

コ響

た
み

を
と
ふ

※
2
・塑

も
劃

さ
れ

※
1

地
ー
御
使
を
国
々
へ
つ
か
は
し
て
吏
の
不
善
を
も
た

Σ
し
民
の

※
2

御
使
を
国

々
へ
つ
か
は
さ
れ
て
吏
の
不
善
を
も
た
x
し
た
み
の

B
本
に
は
、
内
題
、
序
文
、
目
次
、
各
段
標
題
が
現
存
せ
ず
、
こ
れ
ら
は
当
初

か
ら
な
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
地
蔵
院
本
、
白
鶴
美
術
館
本
、
A
本
で
は
、
序

文

の
中
に

「高
野
根
本
高
祖
弘
法
大
師
」
と
い
う
名
称
が
で
て
く
る
が
、
B
本
の

第

一
巻
第

一
段
の
書
き
出
し
に
、
そ
れ

に
準
じ
た

「
高
野
山
根
本
大
師
」
の
名
称

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
三
例
を

一
見
し

て
分
か
る
よ
う
に
平
仮
名
が
多
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
ほ
か
⑫
の
よ
う
に
B
本
が

独
り
異
な
る
文
言
と
な
る
例
も
見
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
事
蹟
の
内
容
に
は
大

差
な
い
が
、
A
本
と
の
直
接
的
な
関
連
は
認
め
難
い
。
な
お
⑬
は
前
稿
1
で
も
引

用
し
た
箇
所
で
あ
る
が
、
※
1

・
2
を
見
る
と
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
が
欠
く

「御
使
」
以
下
の
文
言
を
B
本
も
有
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
B
本
と
地
蔵
院
本
の

親
近
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

次
は
、

ブ
リ
ア
本
の

一
部
と
校
合
し
て
み
よ
う

(右
に
地
蔵
院
本
お
よ
び
白
鶴

美
術
館
本
と
の
異
同
、
左
に
ブ
リ
ア
本
と
の
異
同
を
示
す
)
。

⑭
第
三
巻
1

「
渡
天
見
仏
事
」

(
一
～
四
行
目
)

大
師
在
唐
の
時
、
常
に
霊
山
駄

駕
妬
剰
娚

あ
び
だ

つ
ね

　地膿

円
事

真

容

を

お

が

み

た

て
ま

つ
ら

む

d
ど

を

ね

が
　
　
　
れ
り

は

せ
給

け

る

に

、

或

時

一
人

の
神

童

忽

に
来

る
.。

輸

た袈
ち
謝

地
白咳
欝
尋
が
や
し
、
響

の
人
に
離

ず
。

そ
の
す
が
た

司
ね

⑮
第
三
巻
2

「
在
唐
入
壇
事
」

(九
～
十
二
行
目
)

　
　
　

　
　

ナ
シ

　

の

こ

　
　
す

　
　
　

白
ー
ナ
シ

ー

刎

に
大
師
謄
を
雛

じ

を

イ

て

'

を

・

ぶ

※
2

1
御
剰
q
I
l

　
　

ナ
シ

　
　
　
ふ
へ
　
　
　
は
く

　
　
　
て

寄

て
咲
を
含
て
・
に
の
だ
樹

ナ
シ

翔

訓

を
な
し
て

※

1

地

1

の
ま

い
ら
せ
給
、

白

ー
の
ま

い
ら
せ
給
ふ

※

2

の
ま

い
ら

せ
給
た

る

段
の
構
成
に
大
き
な
異
同
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
4

「守
敏
遣
護
法
事
」

の

一

部
に
省
略
が
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
の
は
じ
め
の
方
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
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以
外
は
、
微
妙
な
異
同
は
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
事
蹟
の
内
容
に
は
大
差
な
い
。

そ
の
中
で
は
、
⑮

の

一
～
二
行
目
は
白
鶴
美
術
館
本
が
欠
く
文
言
を

ブ
リ
ア
本
が

有
す
る
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
先
述

の
②

の
※
1

・
2
に
相
当
す
る
部

分
を
見
る
と
、

ブ
リ
ア
本
に
も

「
と
き

に
山
ひ
鼠
く
こ
と
雲
中
の
雷
の
ご
と
し
」

の
文
言
が
あ
り
、
A
本
よ
り
も
地
蔵
院
本
、
白
鶴
美
術
館
本
に
近
い
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、

ブ
リ
ア
本
の
詞
書
は
地
蔵
院
本
に
最

も
近
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
れ

に
し
て
も
、
B
本
同
様
、
A
本
と
の
間

に
直
接
的
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
B
本
、

ブ
リ
ア
本

と
も
に
、
詞
書
に
お
い
て
は
A
本

へ
の

影
響
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

一
方
、
こ
の
二

本
の
詞
書
が
地
蔵
院
本

へ
の
親
近
性
を

示
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
い
に
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
ら

の
端
本
は
、
十
巻
本
に
お
け

る
増
補
事
蹟
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
か

　　
お
　

ら
、
六
巻
本

の
異
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
存
在

は
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
め
頃

の
時
期
に
、
地
蔵
院
本
以
外
の
六
巻
本

が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
資
料

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
時
に

他
に
も
同
様

の
作
品
が
存
在
し
た
可
能
性

を
膨
ら
ま
せ
る
も
の
で
あ
り
、
現
存
作

品
に
先
行
す
る
作
品
群

の
存
在
を
予
測
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、

B
本
、

ブ
リ
ア
本
に
は
、
詞
書
の
上
で
の
関
連
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
既
に

述
べ
て
き
た
よ
う
に
図
様
の
上
で
は
共
通

性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
な
先
行
諸
本
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
、
次
に
十
巻
本
が
生
成
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
ろ
う
。

結

語

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
前
稿
に
引
続
き
第

三
巻

の
図
様
を
類
本
と
比
較
し
た
。
そ

の
結
果
、
第
二
巻
と
同
様
に
A
本
の
独
自
性
が
強
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

ブ
リ
ア
本
に

つ
い
て
は
、
図
様
上
の
関
連

は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

一
部
に
内
容
的

な
類
似
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
新
た
に
A
本
に
先
行
す
る
作
品
の

一

つ
と
し
て
加
え
た
。
次
い
で
、
詞
書
の
再
検
討
か
ら
、
前
稿
1
で
保
留
し
た

「現

存
し
な
い
作
品
へ
の
推
論
」
を
行
い
、
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
に
共
通
す
る
十
巻

本
の
祖
本
の
存
在
を
想
定
し
た
。

さ
て
、
数
あ
る

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻
」
の
系
統
的
研
究
に
お
い
て
は
、
白
鶴
美

術
館
本
以
前
に
十
巻
本
が
あ

っ
た
と
す
る
小
考
は
、
さ
さ
や
か
な
前
進
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
翻

っ
て
A
本
成
立
の
問
題
に
目
を
向
け
る
と
、
A
本

の
多
く
の
部
分
、
特
に
図
様
の
大
半
は
、
こ
こ
で
想
定
し
た

「十
巻
本
の
祖
本
」

か
ら
も
逸
脱
し
た
内
容
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気
付
く
。
す
な
わ
ち
地
蔵

院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
が

一
致
し
、
A
本
が
独
り
異
な
る
部
分
は
、
そ
の
ま
ま

「十
巻
本
の
祖
本
」
と
A
本
の
問
の
異
同
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

・
た
が

っ
て
A
本
に
と

っ
て
は
、

「十
巻
本
の
祖
本
」
想
定
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
る

問
題
は
、
実
は
あ
ま
り
多
く
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
A
本

は
や
は
り
前
稿
1
で
指
摘
し
た
如
く

「十
巻
本
の
改
訂
版
」
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し

い
作
品
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
改
訂
の
内
容
、

つ
ま
り

「十
巻
本
の
祖
本
」

か
ら

「
逸
脱
し
た
内
容
」
の
検
討
こ
そ
が
、
A
本
研
究
に
と

っ
て
の
真
の
課
題
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
連
の
拙
稿
は
、
そ
れ
に
近
付
く
た
め
の

一
つ
の
試
み
で
あ

り
、
続
稿
で
は
第
四
巻
と
第
五
巻
の
復
原
お
よ
び
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

〈
注
〉

(
1
)
拙
稿

「
三
大
寺
家

旧
蔵

『
高
野
大
師
行
状
絵
』
考
ー

逸
翁
美
術
館
本
を
中
心
に
」
武

田
恒
夫
先
生
古
稀
記
念
会
編

『
美
術
史

の
断
面
』
所
収
、
清
文
堂
、
平
成
七
年

一
月
。

同

「
三
大
寺
家

旧
蔵

『
高
野
大
師
行
状
絵
』
考
-
総
持
寺
本
を
中
心
に
ー
」

『
奈
良
大

学
紀
要
』
第

二
十

三
号
、
平
成

七
年

三
月
。
な
お
、
順
に
前
稿
1

・
2
と
称
す

る
。

(
2
)
拙
稿

「
三
大
寺
家
旧
蔵

『
高
野
大
師
行
状
絵
』

考
-
第

四
巻
と
第

五
巻
を
中
心
に
ー
」

『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
第
十
三
号
、
大
阪
大
学
文
学
部
美
学
科
刊
、
平
成

七
年
九
月
脱
稿
、

平
成

八
年

三
月
刊
行
予
定
。

(
3
)
地
蔵
院
本

は
、
第

一
巻

は
江
戸
時
代

の
模
本
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
も
白
鶴
美

術
館
本
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よ
り
制
作
時
期
が
降

る
転
写
本

で
あ

る
可
能

性
が
高
い
作

品
で
あ

る
。

し
か
し
、
他
に

六
巻
本

の
現
存
作
品

は
な

い
の
で
、

こ
こ
で
は
前
稿

1
と
同
様

に
、

こ
れ
を
地
蔵
院
本

の
原
本

の
代

用
と

し
て
扱
う

こ
と
と
す

る
。

(
4
)

ブ
リ

ア
本

に

つ
い
て
は
次

の
論
考
参
照
。
宮

次
男
、
論
文

1

「
井

上
家

旧
蔵
弘
法
大

師
伝
絵
巻

に

つ
い
て
」

『
美
術
研
究
』
第

二
三
二
号
、
昭
和

三
十

九
年
、
論

文
2

「
在

米

の
弘
法
大
師
伝
絵
巻

に

つ
い
て
」

『
原
色

日
本

の
美
術

27
在
外
美
術

(絵

画
)
』

小

学
館
、
昭
和

五
十

五
年
。
真
保
亨

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻
」

『
新
修

日
本
絵
巻
物
全

集
』

別
巻

一
、
角
川
書
店
、
昭
和

五
十

五
年
。

(
5
)
比
較
作
品

の
全

図
は
以
下

の
図
書
参
照
。
地
蔵

院
本
-

山
本
智
教

・
真
鍋
俊

照
監
修

『
高
野
大
師
行
状

図
画
』

(大
法
輪
閣
美
術
部
、

平
成
二
年

)
、
白
鶴
美
術
館

本
-

梅

津
次
郎
編

『
弘
法
大
師
伝
絵
巻
』

(角

川
書
店
、

昭
和

五
十
八
年

)
、

プ
リ
ア
本
-
島

田
修
二
郎
編

『
新
修

日
本
絵
巻
物
全
集
』
別
巻

一
1

(
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
五
年
)
。

(
6
)

ブ
リ

ア
本

に
は
欠
失
箇
所
、
ま
た
補
彩
を
施

し
た
箇
所
が
あ

る
が
、

そ
れ
に

つ
い
て

は
注

4
宮
論
文

1
お
よ
び
注

5
掲
載

図
書
参

照
。

(
7
)
着
衣

の
色
が
大
師

の
通
常

の
色

と
異
な

る
点
、

ま
た
面
貌
が
大
師

よ
り
も
後

出
の
恵

果

に
似

て
い
る
点

か
ら
、

こ
の
よ
う

に
判
断

し
た
。

(
8
)

こ
の
段

の
絵
と
次

の
5

「
道
具
相
承
事
」

の
詞
書

の
問

に
は
、
料
紙
半
枚

程
度

の
余

白
が
あ
る
。
第

21
紙

の
右
半

に
当
た

る
部
分

で
あ

る
が
、

こ
の
料
紙

の
右
端

に
は
、
恵

果
と
大
師
が

い
る
建
物

の
基
壇

の
端
が

か
か

っ
て
い
る
の
で
、
制
作
当
初

か
ら
こ
の
状

態
で
あ

っ
た

こ
と
は
明
白

で
あ

る
。
前
稿

2
、

一
五
ニ
ー

一
五
三
頁
参

照
。

(
9
)

こ
の
段

の
絵

の
料
紙

(第

23
紙

)
は
、
横

の
長

さ
が

四
十

三

・
九
セ
ン
チ
と
標
準

よ

り
も
四
～

五
セ
ン
チ
短
く
、
料
紙
表
面
左
上
隅

に
あ

る
は
ず

の
料
紙
番

号
も

欠
い
て
い

重

る

こ
と
か
ら
、
左
端
が
切
除
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ

る

(前
稿

2
、

一
五
ニ
ー

一
五

三
頁
参
照

)
。
し
か
し
、
仮

に
そ
う

で
あ

る
と
し
て
も
、
第

二
段

か
ら
第

七
段

ま
で

の

建
物

の
周
囲

に
は
、
樹
木
草
花
等

の
添
景

は

一
切
描

か
れ

て
い
な

い
の
で
、

こ
こ
に
、

そ

の
よ
う
な
添
景
を
想
定
す
る

の
は
か
え

っ
て
不
自
然

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

こ

の

段

の
絵
は
現
状
で
完
結
し

て
い
る
と
考
え

て
お
き

た
い
。

な
お
、

次
の
第

24
紙

の
右
端

に
も
約
九

セ
ン
チ
の
余
白
が
あ

る
。

(
10
)

こ
の
段

の
絵

の
最
後

の
料
紙

(第

34
紙

)
は
、
横

の
長
さ
が
十

一
・
○

セ
ン
チ
と
標

準
よ
り
も
極
端

に
短
く
、
料
紙
左

上
隅

に
あ

る
は
ず

の
料
紙
番
号
も
欠

い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
左
端
が
切
除
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ

る

(前
稿

2
、

一
五

二
ー

一
五
三
頁
参

照
)
。
し
か
し
、
注

8
で
述

べ
た

5

「
道
具
相
承
事
」

の
場
合
と
同
様
に
、、
絵
は
現
状

で
完
結
し

て
い
る
と
考
え

て
お
き

た
い
。

な
お
、
次

の
第

35
紙

の
右
端
に
も
約
三

セ
ン

チ
の
余
白
が
あ
る
。

(
11
)
A
本
で
は
、
第

二
巻
第

五
段
以
降
も
唐
土
を
舞
台
と
す
る
事
蹟
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

描
か
れ

て
い
る
建
物
は
福
州

の

「
仮
屋
」

と
長
安

の
王
宮

の
み
で
あ
る
。
唐

の
寺
院
を

描
く

の
は
第
三
巻
だ
け

で
あ

る
。

(
12
)
白
鶴
美
術
館
本

で
朱
塗
り

の
柱
が
見
ら
れ

る
の
は
、
唐
を
舞
台
と
す
る
事
蹟

の
段

の

ほ
か
は
、
寺
院

の
門

や
塔
、
お
よ
び
第

五
巻
第

二
段

「
稲
荷
契
約
事
」

の
東
寺

の
金
堂

だ
け
で
あ
り
、
寺
院

の
住
房

に
は
皆
無

で
あ

る
。

(
13
)
白
鶴
美
術

館
本

で
は
、

こ
の
ほ
か
第

四
巻

第
六
段

「愼

尾
寺
」
、
第

七
巻
第

八
段

「
東
大
寺
蜂
」
、
第
八
巻
第

七
段

「
皇
嘉
門
額
」

に
鴨
居

の
上
部
が
見
え
る
表
現
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ

こ
か
ら
室
内
が
見
え

る
わ
け

で
は
な
く
、
吹
抜
屋
台
と
見
る
に
は
不

完
全
な
表
現
で
あ
る
。

(
14
)
梅
津
次
郎

「
池

田
家
蔵
弘
法
大
師
伝
絵

と
高
祖
大
師
秘
密
縁
起
」

『
美
術
研
究
』
第

七
八
号
、
昭
和
十
三
年
。
同

「
地
蔵
院
本
高
野
大
師
行
状
図
画
-
六
巻
本
と
元
応
本
と

の
関
係
1

」

『
美

術
研
究
』

第

八
三
号
、
昭

和
十
三
年
。

と
も

に

『
絵

巻
物
叢
考
』

(
中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
昭
和

四
十
三
年

)
所
収
。

(
15
)
拙
稿

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻

の
諸
問
題
」

『
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
第
八
回

シ
ン
ポ

ジ

ア
ム
説
話
美
術
』
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
、
平
成

二
年
三
月
。

(
16
)

こ
の
ほ
か
白
鶴
美
術
館
本

に
見
ら
れ
る
大
き
な
異
同
と
し

て
は
、
③

の
例

の
最
終
行

の

「
独
か
な
し
む
」

の
後

に

「
○
」
が
打
た
れ
、
そ

の
右

に
詞
書
と
同
筆
と
思
わ
れ
る

筆
跡
で

「
に
は
あ
ら
ず
讐
樹
林

の
昔

の
憂

に
似
た
る
を
や
」
と
小
さ
く
傍
書
さ
れ
て
い

る

の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
他

二
本

に
は
な

い
文
言
で
あ
り
、
白
鶴
美
術
館
本
が
独
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自

の
資
料
に
よ

っ
て
補

っ
た
も

の
と
推
定
さ
れ

る
。

(
17
)
前
稿
1

の
八
十
三
頁
、
前
稿

2
の

一
五
四
頁
参
照
。

(
18
)
鹿
島
繭

「
三
大
寺
本
系
高
野
大
師
行
状
絵

に

つ
い
て
」

『
仏
教
芸
術
』

二

一
四
号
、

平
成
六
年
五
月
。

、(
19
)
校
合

の
③
～
⑥

に
見
ら
れ

る
よ
う
な
白
鶴
美
術
館
本
が
他

二
本
の
文

言
を
書

き
漏
ら

し
た
例

に

つ
い
て
は
、
鹿
島
論
文

の
考

え
は
確

か
に
当

た

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ

は
地
蔵
院
本
と
照
合
し
た
上

で
言
え

る
こ
と
で
あ

る
と
い
う
点

を
、
筆

者
は
問
題
と
し

て
い
る

の
で
あ
る
。

つ

(
20
)
地
蔵
院
本
を
比
較
対
象

に
加
え

る
こ
と
に
よ

っ
て
解

決
さ
れ
る

の
は
、
地
蔵
院
本
と

三
大
寺
本
系
が

一
致
し
、
白
鶴
美
術
館
本
が
独

り
異

な
る
部
分

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

三
大
寺
本
系
と
白
鶴
美
術
館
本

に
見

ら
れ
る
異

同
の
多

く
は
、
実

は
地
蔵
院
本
と
白
鶴

美
術
館
本
が

一
致
し
、

三
大
寺
本
系
が

独
り
異

な
る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
こ

の
部
分
に

つ
い
て
は
、
祖
本
を
想
定

し
て
も

三
大
寺
本
系

の
独
自

性

の
説

明
に
は
な
ら
な
い
。

(
21
)
鹿
島
論
文
は
、

ブ
リ

ア
本

に

つ
い
て
は
三
大
寺
本
系

と

の
場
面
内
容

の
類
似
性
を
指

摘
し

て
い
る
が
、
拙
稿
が
取

り
上
げ

た
地
蔵

院
本
お
よ
び
B
本
に

つ
い
て
は
言
及
が
な

い
。

(
22
)
梅
津
次
郎

「
高
野
大
師
行
状
絵

の
零
巻

に

つ
い
て
」

『
国
華

』
七
五
二
号
、
昭
和
二

十
九
年
、

三
三

四
頁
。

(
23
)
真
保
亨

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻
-

六
巻

本
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

『
仏
教
芸
術
』
五
七
号
、

昭
和

四
十
年
。

)

(付
記

)

本
稿
を
な
す

に
あ

た
り
、
藪

本
荘
五
郎
氏
、

ま

し
た
。
記

し
て
謝
意

を
表

し
ま
す
。

白
鶴
美
術
館
の
山
中
理
氏
の
お
世
話
に
な
り
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(下へ続 く) 図1A本 第一段 渡天見仏事

(下へ続 く)
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(右頁二段目へ続 く)

図3白 鶴美術館本 第二段 大師御入壇事(右 端省略)
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A本 第四段 守敏遣護法事図5

A本 第五段 道具相承事図7

A本 第六段 恵果御入滅事図9
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図6白 鶴美術館本 第四段 守敏遣護法事

図8白 鶴美術館本 第五段 道具相承事

図10白 鶴美術館本 第六段 恵果御入滅事
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図11A本 第七段 恵果影現事

図12A本 第 八段 投三鈷事
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「高 野大 師行 状 絵」 料 紙 寸法 表(cm)
(測定 塩出)

巻 第 一 巻 第 二 巻 第 三 巻

縦 32.1 32.3 32.2

料紙 段 横 段 横 段 横

1 序 文 47.9 1詞 ・ 絵 47.6 1詞 48.6

2 序 文 48.0 1絵 47.8 1詞 49.0

3 序 文 46.8 2詞 48.0 1言 司 ・ 絵,(48.6

4 序文1詞 ・絵 48.6 2詞 48.0 1絵 48.6

5 1絵 46.6 2絵 48.2 1絵 48.7

6 1絵 46.0 2絵3詞 48.0 1絵 47.2

7 1絵2詞 48.7 3詞 ・ 絵 48.2 1絵 48.8

8 2詞 ・ 絵 48.0 3絵 48.4 2 詞49.0

9 2絵 48.2 3絵4詞 48.8 2 詞49.0

10 2絵 48.6 4詞 ・ 絵 46.2 2 詞47.0

11 3詞 49.1 4絵 46.6 2 詞49.0

12 3詞 ・ 絵 48.6 4絵 48.2 2詞 ・ 絵 49.3

13 3絵 46.9 4絵5詞 46.8 2絵 49.1

14 3絵 48.5 5詞 ・ 絵 47.3 2絵 46.7

15 3絵 48.6 5絵 48.2 2絵3詞 49.2

16 4詞 ・ 絵 48.3 5絵 46.4 3詞 ・ 絵 49.1

17 4絵 45.8 5絵 48.2 3絵 46.9

18 5詞 ・ 絵 48.0 5絵 48.5 3絵 47.0

19 5絵 48.0 5絵 49.2 4詞 ・ 絵 49.2

20 5絵 48.5 5絵6詞 48.0 4絵 48.8

21 5絵 46.1 6詞 ・ 絵 47.5 4絵5詞 49.4

22 6詞 48.0 6絵,,.. 29.2 5詞 ・ 絵 49.1

23 6詞 ・ 絵 48.6 7詞 35.2 5絵 43.9

24 6絵7詞 48.2 7絵 48.6 6 詞48.8

25 7詞 ・ 絵 46.4 7絵 48.4 6 詞49.0

26 7絵8詞 ・絵 48.4 7絵 48.2 6 詞47.4

27 8絵9詞 48.5 7絵 48.8 6 詞49.0

28 9詞 ・ 絵 48.6 7絵 30.2 6 詞48.8

29 9絵10詞 48.6 8詞 49.0 6詞 ・ 絵 ・:・148 .5

30 10詞 ・ 絵 49.1 8詞 ・ 絵 48.8 6絵 49.1

31 10絵 48.5 8絵 49.1 7詞 49.0

32 10絵 i'・ 8絵 i・ 7詞 ・ 絵 49.0

33 9詞 42.8 7絵 48.7

34 9詞 ・ 絵 48.7 7絵 11.0

35 9絵 46.5 8詞 48.0

36 9絵 23.0 8詞 ・ 絵 47.1

37 8絵 49.0

合 計11,534.8 合 計11,643.4 合 計 1,753.6

※1第 三巻第29紙 は途中に切れ 目があり、詞28.2cm、 絵20.3cmで あ るが、表面左上隅に

付 された料紙番号により、本来 は一紙であったと判断 した(前 稿2の 注6参 照)。
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On.theKoyaDaishiGyojo-e,FormerlyintheSandaijiFamilyCollection

ConcerningtheworkintheYabumotoCollection

KimikoSH-ODE

Thissetofnarrativescrollsismadeupofthefirstfivescrollsfromtheoriginalsetoften

intheKoyaDaishiGyojo-e.Inpreviouspapers,theauthorconsideredthesetasawholeand

alsothestyleofthefirstandsecondscrolls.Thispaperexaminesthethirdscroll,atpresent

intheYabumotoCollection.

Firstly,uponstylisticcomparisonwithotherversionsofthethirdscroll(theJizoinversion,

theHakutsuruFineArtMuseumversion,andtheFreerGalleryof.Artversion),itwasfound

thattheYabumotoscrollhaslittlesimilaritytotheJizoinorHakutsuruversionsandthatit

hasastrongindividualcharacter,likethesecondscrollofthisset.Comparisonwiththe

Freerversionshows-asimilarityinthecontentofthepaintingsofonepartonly.

Secondly,comparisonofthetextwithotherversionsshowsthattheYabumotoscrollhas

differencestotheJizoinandtheHakutsuruversions,whichshowmanymutualsimilarities.

TherearesomepartialsimilaritiesbetweentheYabumotoscrollandtheJizoinversion,

however,andtherearesomeomissionsandothererrorsintheHakutsuruversion.Workingon

thepremisethattheJizoinversionasthe.representativesix-scrollsetwascompletedearlierthe

ten-scrollsetssuchastheSandaijiandtheHakutsuruversions,theauthorhypothesizesthat

therewasanoriginalten-scrollsetcommontobothversions.Thistheorymaybesimplified

inthefollowingway

Originalof‐theJizoinversion

theJizoinversion‐theHakuturuversion

‐Orijginalten‐scrollset‐

‐theSandaijiversion

However,astherearemanysimilaritiesbetweentheJizoinandHakutsuruversionsandlittle

concurrencebetweentheSandaijiandJizoinversions,itmaybeconcludedthatthehypothetical

ten-scrollset"original"wassimilarinthemaintotheHakutsuruversion.Thesandaijiset,

astheauthorpoitedoutinpreviouspapers,shouldbeclassifiedasa"revisedversion"setof

tennarrativescrolls.




